
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～住みよい地域を作るために～ 

 
小田地区の皆様には、日頃より小田地区振興協議会並びに小田自治

センターの事業に対し、ご理解とご協力を賜りありがとうございます。 

今年２月に実施しました「地区計画策定に伴うアンケート調査」の結

果がまとまりましたので、ご報告させていただきます。 

今回の結果については、回答頂いた方の約 3９％が７０代以上であ

り、若年世代の考えが反映されにくい状況と判断した為、質問の内容

により、年代別集計結果を合わせて提示する事といたしました。また、

紙面の都合上、行政区別等の集計結果の提示は行わない事とし、希望

される方には、別途提示を行う事に致しました。 

申し訳ありませんが、希望する方は自治センターまでお問合せくだ

さい。 

今後は、今回のアンケート結果を基に、様々な地域課題を地域内で

話し合い、今後何を行うか地域の目標を定め、皆さんと共に行動して

行きたいと考えております。 

皆様の更なるご理解とご協力をお願いいたします。 

 

小田地区振興協議会会長   目黒  孝  

小田自治センター長   小島 明彦 

 

 

 
 

 

小田地区 

地域づくりアンケート調査 

結果報告書 

対 象 者：小田地区在住の中学生以上の全地区民 

配布部数：５４７件 

回収部数：４４７件（回収率 ８１．７％） 



 

 

◇アンケート調査について◇ 

 

 

 

目   的：人口減少・少子高齢化を見据えた地域運営を、どのように進

めるかを考える意見とし、地区計画策定を進める為の貴重

な資料として活用する 

 

調査対象：令和６年１月１日時点で、小田地区にお住いの中学生以上の

全地区民を対象とする 

 

調査内容：１，属性（回答者自身について） 

       ２，暮らし（地域への愛着心や生活課題について） 

       ３，地域づくり（住民が取り組む活動について） 

       ４，地域づくり活動への興味関心 

（地域活動への関心や認知度について） 

５，その他（自由記述について） 

 

記入方法：回答は無記名でご本人に記入をお願いした。難しい場合は、

ご家族等がご本人の意見を聞きながらの記入をお願いした。 

 

回収方法：アンケート調査用紙と同封の返信用封筒に、ご家族分をまと

めて入れて封をし、令和６年２月 29 日までに班長宅へ提出

頂き回収を行った。 

 

調査結果：振興協議会総会及び全戸配布にて公表する。 

 

 

 

 

 

お問合せ：小田地区振興協議会（事務局：小田自治センター） 

                      電話・fax ６２－４２９２ 

調査の概要 
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＜属性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１  性別を教えてください。 
 

①あなたについて教えてください 

結果：回答者の男女比は、ほぼ同じだった 
 

問２  年代を教えてください。 

結果：７０代以上の回答者が全体の約３９％で、単純集計では高齢者の

ご意見が多数となりやすいので、設問の内容により、年代別集計

結果を提示する。 

（年代別集計については年代無回答の回答は含まず集計を行った） 

男性

228

(51%)

女性

192

(43%)

無回答

27

(6%)

※無回答に選択無し

（17人）を含む 

10代

21 人

(4.7%) 20代

17 人

(3.8%)

30代

29 人

(6.5%)

40代

59 人

(13.2%)

50代

54 人

(12.1%)

60代

83 人

(18.6%)

70代

132 人

(29.5%)

80代以上

41 人

(9.2%)

無回答

11 人

(2.5%)

回答数 4４７ 

回答数 4４７ 
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行政区 椚崎 山の内 地蔵堂 戸ノ内 長瀞 

回収率 ７８％ ８３％ ７９％ ７９％ ８０％ 

問３  お住いの行政区を教えてください。 

結果：今回のアンケートでは、全地区約８０％の方にご協力を頂いた。 

120

98

121

77

131

93

81

95

61

105
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100

120

140

椚崎 山の内 地蔵堂 戸ノ内 長瀞

配布部数

回収部数

問４  職業を教えてください。（令和６年１月１日時点）  

35
22
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24 34 33
17 8

143
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専
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夫

中
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学
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門
学
校
生

無
職

そ
の
他

結果：高齢化を反映し、無職の人の割合が約３３％となっている。 

回答数 365 

回答数 433 

回答数 435 

回答数 43３ 
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台
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問５  通勤・通学先を教えてください。 

結果：通勤・通学はしていない方を除くと、その約半数は角田市内への

通勤・通学となっている。 

問６  通勤・通学時の交通手段を教えてください（複数選択可） 

結果：通勤・通学はしていない方を除くと、その約８０％は自家用車での

通勤・通学となっている。 

回答数 ３６５ 
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（単純集計結果） 

（年代別集計結果）※年代不明６件を除く 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

お茶のみ話 1 2 2 7 5 16 34 15 82 

広報かくだ 2 2 10 19 21 42 77 24 197 

自治センターだより 0 0 6 10 11 30 67 22 146 

新聞・本 4 2 1 19 24 47 79 29 205 

電話 2 1 2 4 3 8 16 7 43 

ラジオ 1 2 1 8 11 16 41 7 87 

テレビ 12 9 19 37 40 66 106 30 319 

メール 2 3 2 11 8 13 17 1 57 

インターネット 16 11 18 43 28 28 25 2 171 

SNS 15 12 18 23 18 10 6 0 102 

その他 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
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問 7  日常の情報収集手段を教えてください（複数選択可） 
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0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2% 0.0%

27.3% 27.3%
22.8%

12.7% 10.7%

3.6% 1.3% 0.0%

29.1%
25.0%

22.8%

23.8%

16.6%

10.1%

5.3%

1.5%

3.6%
6.8%

2.5%

6.1%

4.7%

4.7%

3.6%

0.7%

21.8%
20.5%

24.1%

20.4%

23.7%

23.9%

22.6%

21.9%

1.8% 4.5%

1.3%

4.4%

6.5%

5.8%

8.7%

5.1%

3.6% 2.3%

2.5%

2.2%

1.8%

2.9%

3.4%

5.1%

7.3%
4.5%

1.3%
10.5%

14.2%

17.0%

16.8%

21.2%

0.0%

0.0%

7.6%
5.5%

6.5%

10.9%

14.3%

16.1%

3.6%
4.5%

12.7% 10.5% 12.4%

15.2%
16.4%

17.5%

1.8% 4.5% 2.5% 3.9% 3.0%
5.8% 7.2%

10.9%

0%

10%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

日常の情報収集手段を教えてください

お茶のみ話

広報かくだ

自治センター

だより

新聞・本

電話

ラジオ

テレビ

メール

インターネット

SNS

その他

結果：若年層ほど、情報収集手段として SNS、インターネットの割合が

高い。また、テレビは全年代に於いて一定の情報収集手段となっ

ている。自治センターだよりは若年層の情報収集手段となってい

ない。 
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＜暮らし＞ 

 

 

 

（単純集計結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年代別集計結果）※年代不明６件を除く 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

斗蔵山 5 6 8 25 26 47 64 24 205 

小田川 2 2 5 4 1 11 9 8 42 

景観・自然環境 6 4 7 17 14 28 39 12 127 

地域の人柄 1 2 4 6 8 17 18 10 66 

とくら祭り 10 4 8 8 14 24 33 10 111 

とくら太鼓 13 7 9 18 12 26 45 12 142 

小田の歴史や文化 3 0 1 3 1 8 8 6 30 

特に無い 3 4 9 21 15 13 30 3 98 

その他 0 0 0 0 0 0 1 1 2 

 

②あなたの生活状況等について教えてください 

206

42

128

67

111

143
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と
く
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小
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史
や
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特
に
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い

そ
の
他

問１  小田地区の魅力（自慢出来るもの）は何ですか？（複数選択可） 
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結果：単純集計では小田地区の魅力として、「斗蔵山」と回答した方が多

かった。年代別集計では、４０代以上の世代では「斗蔵山」を上げ

た割合が高く、１０代・２０代では「とくら太鼓」を上げた割合が高

かった。また、「とくら祭り」「景観・自然環境」を小田地区の魅力と

して上げる方も全世代で一定の割合でみられた。 

「特に無い」と回答した方も多かった。 

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 1.2%
7.0%

13.8%
17.6%

20.6%
16.5%
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12.1%
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7.0%

0.0%
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30.2%
24.1%
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14.9%
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小田地区の魅力（自慢出来るもの）は何ですか？
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地域の人柄

とくら祭り

とくら太鼓

小田の歴史や

文化

特に無い

その他
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（単純集計結果） 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 

 

 

 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

暮らしやすい 2 3 9 4 4 17 20 13 72 

どちらかといえば暮らしやすい 5 7 9 29 25 37 62 21 195 

どちらかといえば暮らしづらい 12 5 8 14 15 21 37 3 115 

暮らしづらい 2 2 3 11 8 7 7 1 41 

74
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41
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9.5% 11.8% 10.3%
19.0% 15.4% 8.5% 5.6% 2.6%

57.1%

29.4% 27.6%
24.1% 28.8%

25.6% 29.4%

7.9%

23.8%

41.2%
31.0%

50.0% 48.1%

45.1% 49.2%

55.3%

9.5%
17.6%

31.0%

6.9% 7.7%
20.7% 15.9%

34.2%
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100%
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どちらかといえ

ば暮らしづらい

暮らしづらい

問２  小田地区は暮らしやすいですか？ 

結果：単純集計では２６９件（約６３％）の方が「暮らしやすい」「どちらか

と言えば暮しやすい」との回答となったが、年代別集計では年代

毎にその傾向に違いがみられた。 

回答数 426 
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「暮らしやすい」「どちらかと言えば暮しやすい」 選択者集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「暮らしにくい」「どちらかと言えば暮しにくい」 選択者集計結果 
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問３  問２で選択した理由を教えてください（３つまで） 

結果：「暮らしやすい」「どちらかと言えば暮しやすい」を選択した方の中

にも、買いものや交通が不便と感じている方が多かった。 
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（単純集計結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

住み続ける 3 3 12 22 23 46 87 32 228 

当分住み続ける 5 8 10 21 25 24 36 5 134 

できれば転居したい 12 4 6 12 6 12 3 1 56 

すぐにでも転居したい 1 1 0 2 0 0 1 0 5 
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問４  あなたは小田地区にこれからも住み続けたいと思いますか？ 

結果：単純集計では「住み続ける」「当分住み続ける」が３６４件（約８

５％）であったが、年代別集計では年代が下がるにつれて、「でき

れば転居したい」の割合が増える傾向にある。 

回答数 426 

4.8% 6.3%
0.0% 3.5% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0%

57.1%

25.0%

21.4%
21.1%

11.1% 14.6% 2.4% 2.6%

23.8%

50.0%

35.7%
36.8%

46.3%
29.3%

28.3%13.2%

14.3% 18.8%

42.9% 38.6% 42.6%
56.1%

68.5%

84.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

住み続ける

当分住み続ける

できれば転居し

たい

すぐにでも転居

したい



11 

 

 

 

 

「住み続ける」を選択した理由 

選択理由 回答数 

「持ち家がある」「自宅がある」等を含む回答数 90 

「愛着がある」等を含む回答数 22 

「長年住んでいる」等を含む回答数 28 

「親と一緒に暮らす」等を含む回答数 3 

「住みやすい」等を含む回答数 4 

「生まれた場所だから」等を含む回答数 7 

「不便を感じない」等を含む回答数 3 

「住み慣れた場所だから」等を含む回答数 5 

上記語句を含まない回答数 39 

 

～上記語句を含まない回答の一例～ 

・治安が良くて安心して暮らし続けられるから。 

・都会すぎず田舎すぎずちょうど良いから 

・高齢で住むしかない 

・買い物などに少々不便ですが、工夫しながら住み続ける 

・独身なので結婚などしない限り実家に住み続けると思う 

それから一人暮らしする程の収入もない 

・転居を考えても新たな出費（転居先の家賃、家の取得資金など）が必要になる。 

年金生活では余裕のある収入もないため、この場所に住み続ける以外にない。 

 

 

 

 

 

 

 

問５  問４でその解答を選んだ理由はなぜですか？（自由記入） 

例：持ち家がある、親と一緒に住める、長年住んでいて愛着がある 

  働く場が少ない、買い物などに不便、交通の便が良くないなど 

結果：「住み続ける」理由として、回答した方の約５６％が「持ち家があ

る」「自宅がある」等との回答であった。 

回答数 １６０ 
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「当分住み続ける」を選択した理由 

選択理由 回答数 

「持ち家がある」「自宅がある」等を含む回答数 40 

「愛着がある」等を含む回答数 6 

「長年住んでいる」等を含む回答数 4 

「親と一緒に暮らす」等を含む回答数 4 

「住みやすい」等を含む回答数 2 

「住み慣れた場所」等を含む回答数 1 

上記語句を含まない回答数 24 

～上記語句を含まない回答の一例～ 

・買い物に不便。職場が遠い。ケータイの電波が届かない 

・年なので我慢する 

・カメムシが多く、冬はとても寒いが地区の方々が優しい 

・他の地区に移住するくらいの経済的余裕が無いため 

・社会人になったら一人暮らしをしてみたいから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果：「住み続ける」理由と同様に、「当分住み続ける」理由として回答し

た方の約５６％が「持ち家がある」「自宅がある」等との回答であっ

た。 

回答数 ７２ 
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「できれば転居したい」を選択した理由 

選択理由 回答数 

「買い物など不便」「不便な事が多い」等を含む回答数 16 

「交通の便が悪い」等を含む回答数 11 

「病院が少ない」等を含む回答数 3 

「職場が遠い」等を含む回答数 1 

「学校が遠い」等を含む回答数 1 

上記語句を含まない回答数 8 

～上記語句を含まない回答の一例～ 

・何処に行くにも遠い 

・自分の夢があるから都会に行きたい 

・今後の水不足が不安 

・インフラが悪い、車がないと生活できない 

・若い人達が少ないので負担が多い 

 

 

 

 

 

「すぐにでも転居したい」を選択した理由 

選択理由 回答数 

「買い物など不便」「不便な事が多い」等を含む回答数 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 ２９ 

結果：「できれば転居したい」理由として回答した方の約５５％が「買い

物など不便」「不便な事が多い」等との回答であった。 

結果：「できれば転居したい」理由と同様に「不便である」等の回答であ

った。 

回答数 ２ 
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（単純集計結果） 

 

 

 

 

 

 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 

 

 

 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

思う 2 3 5 12 11 23 41 28 125 

思わない 7 6 10 22 20 31 39 5 140 

わからない 12 8 14 24 22 26 44 6 156 

127
141

156

0

100

200

思う 思わない わからない

57.1%
47.1% 48.3%

41.4% 41.5%
32.5% 35.5%

15.4%

33.3%

35.3% 34.5%
37.9% 37.7%

38.8% 31.5%

12.8%

9.5%
17.6% 17.2% 20.7% 20.8%

28.8% 33.1%

71.8%

0%
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100%

思う

思わない

わからない

問６  あなたは、自分の子供にも小田地区に住んで欲しいと思います

か？（子供のいない方も「もし子供がいたら」でお答えください） 

結果：単純集計では、「わからない」と回答した方が一番多いが、その差

は少ない。年代別集計では高齢世代で、子供に住んで欲しいと思

う傾向がある。 

回答数 424 
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「思う」を選択した理由 

 

～上記語句を含まない回答の一例～ 

・隣家と離れているため、友人と集まっても騒音による苦情の心配が皆無である 

・山河があって田畑があって自然もまだまだ残っている。ただこの良さを子や孫に

伝えていない事が残念です。 

・思うが若い人たちが生活できる環境ではない。自然はとてもよいが、今現在便利

を優先にしているので、なかなかこれ以上人口は増えないと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択理由 回答数 

「家を継いで欲しい」「一緒に住んで欲しい」等を含む回答数 31 

「環境が良い」「景観が良い」等を含む回答数 26 

「地域の人柄が良い」等を含む回答数 4 

「自然が多い」等を含む回答数 9 

「愛着がある」「生まれ育った所」等を含む回答数 2 

上記語句を含まない回答数 29 

問７  問６でその解答を選んだ理由はなぜですか？（自由記入） 

例：家を継いで欲しい、環境が良いから、地域の人柄が良いから、 

  働く場が少ない、買い物などに不便、交通の便が良くないなど 

回答数 87 

結果：小田地区に住んで欲しいと思う理由については、回答した方の約

３６％で同居を望むご意見が多く、次いで約３０％が環境・景観の

良さを上げていた。 
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「思わない」を選択した理由 

選択理由 回答数 

「不便な事が多い」等を含む回答数 33 

「働く場がない」「通勤が不便」等を含む回答数 22 

「交通の便が悪い」等を含む回答数 10 

「学校が遠い」「通学が不便」等を含む回答数 12 

上記語句を含まない回答数 26 

 

～上記語句を含まない回答の一例～ 

・若者が少ない。市内まで遠い。雪降ると大変 

・すでに持ち家が有り、その地で活動している 

・子どもの自由だから 不便な事も多いので（近くに学校もないので） 

・家を継いで欲しい、小田の環境は素晴らしいが、そのために可能性を狭めるわけ

にはいかないから 

・子供の為、子持ちの母親が集まれるオシャレな場所、カフェなどがない。 

・湧水が枯渇する時が有るから 

・スクールバスがあるといっても不便なことが多い。車の運転ができないと日常的

に用を足せないので、子供たち自身の将来を考えて決めてほしいと思っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 83 

結果：小田地区に住んで欲しいと「思わない」理由については、回答した

方の約 40％で「不便な事が多い」との意見が多く、次いで約２

７％が「働く場がない」「通勤が不便」等の回答であった。 
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「わからない」を選択した理由 

選択理由 回答数 

「子供の意思」「本人の意思」等を含む回答数 28 

「交通の便が悪い」等を含む回答数 12 

「買い物が不便」「とにかく不便」等を含む回答数 20 

「自然環境が良い」等を含む回答数 3 

上記語句を含まない回答数 23 

 

～上記語句を含まない回答の一例～ 

・水道水がない井戸水心配。携帯通じない。テレビ共同アンテナトラブル多く不安 

・自分は住んで居たいと思っても、子供には小田地区に住んで欲しいとは言えない 

・先祖から代々この場所に居住してきたので、自分の子どもにもここに住んでもら

いたいと思うが、将来地域が活気もなく不便な場所となれば子どもの意思に任せ

るしかない。 

・子供には自由に決めてほしい、おとなになってどの様な仕事に就くかによって変

わると思うから 

・他県で家庭を持っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 ６８ 

結果：「わからない」と回答した方の約 4１％が「子供の意思」や「本人の

意思」に任せる等の意見が多く、次いで約２9％の方が「買い物が

不便」「とにかく不便」等の回答であった。 
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（単純集計結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

大いにある 3 6 4 8 6 18 22 14 81 

ある程度ある 11 7 10 23 18 39 60 21 189 

どちらともいえない 5 3 9 17 18 13 30 4 99 

あまりない 1 1 4 6 8 10 16 0 46 

まったくない 1 0 2 4 3 2 1 1 14 
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問８  あなたは小田地区に愛着を感じますか？ 

結果:単純集計では約６３％の方が「大いにある」「ある程度ある」との回

答であったが、年代別集計では、３０～５０代で「どちらともいえな

い」の割合が高かった。 

回答数 4３２ 
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＜地域づくり＞ 

 

 

 

 

 

（単純集計結果） 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

振興協議会活動の充実 2 1 1 1 6 5 14 9 39 

世代間交流のイベント 8 3 8 8 8 9 15 8 67 

住民の親睦を深めるイベント 6 3 6 8 12 17 39 11 102 

居場所（サロン）づくり 3 4 2 3 3 7 24 6 52 

地域活動に気軽に参加できる

雰囲気づくり 
8 5 6 10 15 29 48 6 127 

地域活動に対する情報共有 2 0 5 3 4 7 17 1 39 

団体活動の見直しや負担軽減 2 4 7 23 24 25 21 2 108 

地域による高齢者の支え合い 0 1 5 9 5 14 33 13 80 

若年世代の地域活動への参加 4 2 5 9 8 23 26 4 81 

若年世代の定住 5 4 11 28 20 43 39 10 160 

その他 1 2 1 2 1 2 1 2 12 

③あなたが地域づくりで重要だと思う事を教えてください 
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【コミュニティ】  

問１ 地域の絆やコミュニティを守るために重要だと思うことは？ 

（３つまで） 
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地域の絆やコミュニティを守るために重要だと思うことは？

振興協議会活動の充

実

世代間交流のイベント

住民の親睦を深めるイ

ベント

居場所（サロン）づくり

地域活動に気軽に参

加できる雰囲気づくり

地域活動に対する情

報共有

団体活動の見直しや

負担軽減

地域による高齢者の

支え合い

若年世代の地域活動

への参加

若年世代の定住

その他

結果：単純集計では、地域の絆やコミュニティを守るために重要だと思

う事は「若年世代の定住」が１６１件と一番多い結果となったが、年

代別集計では各世代で異なる結果となっている。例えば４０代・５

０代では「団体活動の見直しや負荷軽減」の回答が多いが、他の年

代ではその比率が下がっている。 
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（単純集計結果） 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

環境美化活動 12 9 9 19 25 37 71 19 201 

空き家・空き地対策 3 3 11 15 19 29 33 14 127 

植栽や花壇づくり 0 4 2 3 6 5 19 6 45 

不法投棄防止活動 6 5 3 15 13 20 29 9 100 

ペット飼育マナーの普及啓発 3 0 4 5 2 5 11 7 37 

ゴミ出しルールの普及啓発 0 3 3 5 5 11 24 7 58 

ゴミ減量リサイクル活動 0 2 1 2 5 5 8 4 27 

農地保全活動（江払い、江刈

り等） 
0 2 6 7 8 22 36 12 93 

自然保護活動（野鳥の森等） 4 1 2 8 5 15 7 4 46 

生活道路の整備 11 10 16 31 29 42 54 12 205 

その他 1 1 0 3 0 4 2 3 14 
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【環境問題】 

問２  生活環境を守るために重要だと思うことは？（３つまで） 
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生活環境を守るために重要だと思うことは？

環境美化活動

空き家・空き地対策

植栽や花壇づくり

不法投棄防止活動

ペット飼育マナーの

普及啓発

ゴミ出しルールの普

及啓発

ゴミ減量リサイクル

活動

農地保全活動（江払

い、江刈り等）

自然保護活動（野鳥

の森等）

生活道路の整備

その他

結果：単純集計では、生活環境を守るために重要だと思う事は「環境美

化活動」と「生活道路の整備」の回答が多かった。 

年代別集計で見ると年代毎の有意差は少なく、「空き家・空き地対

策」「不法投棄防止活動」「農地保全活動」の割合が高かった。 
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（単純集計結果） 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 ８0代～ 合計 

高齢者の見守り 11 5 13 15 27 34 66 22 193 

介護予防講座の開催 1 1 4 4 6 10 18 3 47 

送迎や買い物代行などの

生活支援 
5 12 21 42 31 43 69 15 238 

高齢者の交通安全対策 7 1 7 10 8 13 21 9 76 

災害時の支援 7 6 12 22 24 35 56 13 175 

配食サービス 1 3 7 13 13 22 32 8 99 

高齢者の就労機会の提供 3 0 4 7 7 9 7 2 39 

居場所（サロン）づくり 1 3 6 9 11 14 26 4 74 

高齢者向けイベントの充実 3 3 0 7 4 20 10 3 50 

その他 1 0 0 2 0 1 3 1 8 
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【高齢化対策】 

問３  高齢者が安心して暮らすために重要だと思うことは？（３つまで） 
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結果：単純集計では、高齢者が安心して暮らすために重要だと思う事は

「買い物代行などの生活支援」が最も多い結果となった。また、

「高齢者の見守り」「災害時の支援」の回答も多かった。年代別集

計では、８０代以上で「高齢者の見守り」を望む意見が多かった。

また、配食サービスが全世代で一定数の方が重要だと回答してい

る。 
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（単純集計結果） 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

子供向けイベントの充実 8 8 5 18 13 24 33 10 119 

地域ぐるみのあいさつ活動 4 6 10 13 14 30 51 15 143 

子ども会の充実 8 4 1 6 10 14 19 7 69 

放課後子ども教室の充実 1 4 12 20 16 21 28 8 110 

学習支援 5 5 10 23 14 16 18 3 94 

地域の歴史や文化を学ばせ

る 
2 3 2 3 7 14 21 11 63 

高齢者との交流事業 1 4 5 9 11 18 33 11 92 

とくら太鼓の維持・継続 12 5 9 16 21 28 51 12 154 

その他 0 1 1 3 2 2 6 0 15 
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【子どもの育成】 

問４  子どもの健全育成のために重要だと思うことは？（３つまで） 
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結果：子どもの健全育成のために重要だと思う事は、単純集計では「と

くら太鼓の維持・継続」、「地域ぐるみのあいさつ活動」が多く、年

代別でも全世代でその傾向がみられた。また、３０代・４０代では

「放課後子ども教室の充実」と「学習支援」が他の世代に比べ高い

割合となった。 
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（単純集計結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 ８0代～ 合計 

ウォーキングの普及 8 9 12 19 22 34 49 15 168 

スポーツ大会の開催 5 2 6 1 5 7 12 6 44 

健康やスポーツの講座 4 5 6 13 16 30 32 7 113 

健康体操の普及 3 3 6 16 14 28 47 11 128 

健康料理教室 4 4 3 13 5 18 26 6 79 

健康診断の普及啓発 4 5 10 21 20 21 37 9 127 

生活習慣病予防講習会 4 3 5 17 13 20 46 8 116 

地区民運動会・球技大会

の復活 
8 3 7 4 10 9 16 8 65 
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【健康づくり】 

問５  健康増進のために重要だと思うことは？（３つまで） 
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結果：健康増進のために重要だと思うことは、単純集計では「ウォーキン

グの普及」が最も多かった。年代別集計でも全世代で「ウォーキン

グの普及」の割合が高かったが、それ以外の項目では意見が分か

れる結果となった。 
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（単純集計結果） 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 ８0代～ 合計 

防災訓練の実施 8 5 10 11 15 28 53 18 148 

防災意識を高める講習 1 3 6 14 17 30 33 9 113 

応急手当などの救命講座 8 4 6 14 8 14 11 3 68 

防災資機材の充実 7 5 11 26 19 17 17 9 111 

災害連絡網の整備 1 4 11 13 14 29 53 10 135 

自主防災組織の体制強化 2 2 4 5 11 10 29 9 72 

消防団の体制強化 4 2 3 5 2 11 14 8 49 

危険個所マップの周知 10 11 19 31 25 38 75 8 217 

その他 0 0 0 5 1 3 1 3 13 
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【防災対策】 

問６  災害から地域を守るために重要だと思うことは？（３つまで） 
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結果：災害から地域を守るために重要だと思う事は、単純集計では「危

険個所マップの周知」の回答が最も多かった。年代別集計でも、８

０代以上の世代を除き「危険個所マップの周知」の割合が高かっ

たが、それ以外の項目では意見が分かれる結果となった。 
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（単純集計結果） 

（年代別集計結果）※年代不明３件を除く 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 ８0代～ 合計 

防犯パトロールの実施 8 5 12 22 19 40 64 19 189 

防犯灯の設置拡大 8 9 16 40 34 47 79 15 248 

詐欺などの被害防止活動 5 9 10 16 16 38 44 15 153 

交通安全講習会 2 1 4 7 7 9 23 4 57 

交通安全街頭指導 0 0 2 0 5 4 6 7 24 

交通安全グッズの配布 3 2 1 6 4 4 8 3 31 

交通安全看板の設置 4 3 2 3 6 12 19 10 59 

カーブミラーの点検や整備 14 8 15 31 14 30 40 9 161 

その他 0 0 1 1 3 3 5 1 14 
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【防犯対策】 

問７  犯罪や交通事故から地域住民を守るために重要だと思うこと

は？（３つまで） 
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結果：犯罪や交通事故から地域住民を守るために重要だと思う事は、単

純集計では「防犯パトロールの実施」「防犯灯の設置拡大」の回答

が多かった。年代別集計では、４０代以下の世代では「カーブミラ

ーの点検や整備」の割合が高かった。また、今まで行っていた「交

通安全街頭指導」の割合は非常に少なかった。 
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＜地域づくり活動への興味関心＞ 

 

 

 

 

（単純集計結果） 
 
 
 
 
 
 
 
 

（年代別集計結果）※年代不明２件を除く 
 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

関心がある 8 8 12 23 20 49 77 27 224 

関心がない 12 8 17 36 31 26 31 4 165 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④あなたの地域づくりに対する興味関心を教えてください 
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問１  あなたは地域活動に関心がありますか？ 

※地域活動とは：行政区の活動、振興協議会活動、協働作業、祭りなど 

結果：単純集計では地域活動に「関心がある」と回答した方が多い結果

となったが、年代別集計では５０代以下の世代で「関心がない」と

回答した方の割合が多い結果となった。 

回答数 391 
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（単純集計結果） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（年代別集計結果）※年代不明２件を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～ 合計 

積極的に参加している 2 0 3 3 6 11 12 2 39 

どちらかというと参加
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4 4 10 12 20 43 64 15 172 
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結果：年代別集計で見ると、６０代・７０代で「どちらかというと参加して

いる」の割合が多世代に比べて高い結果となった。 
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問３ 「１．積極的に参加している」「２．どちらかというと参加している」と

回答いただいた方、その理由を教えてください。（３つまで） 

結果：「参加している」理由として、「付き合いが大事だから」が多い結果

となった。 

問４ 「３．どちらかというと参加していない」「４．参加していない」と回 

答いただいた方、その理由を教えてください。（３つまで） 

結果：「参加していない」理由として、「時間的に余裕がない」が多い結果

となった。 
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＜その他＞ 

 

 

 

（例）・住みよい地域にするためには・・・ 

   ・小田地区の解決するべき課題は・・・ 

   ・小田地区が目指すべき将来像は・・・ 

   ・地域の絆を深めるためには・・・ 

   ・地域の魅力や自慢できることは・・・    など 

 

20代（４件） 

男性 県道の改修工事。赤生溜池無くなりさびしい 

女性 小田小学校を利用したカフェやワークショップ、アート展示等したらいいと思います。

少しでも食堂やお店があれば地区が明るくなると思います。ホタル復活プロジェクトを

行いホタルが見れる、や、小田といえばコレというものを作らないと活性化は不可能だ

と思います。（例：小田といえばアート！！や小田といえばカフェ！！など）若い人

達を集めて意見を聞くことが大事だと思います。高齢者達だけが集まってこれからの

ことを話し合っても意味はないと思います 

10代（5件） 

男性 小田地区が目指すべき将来像は、何かしらの武器を作る事だと思います。 

男性 動物が平和に暮らせるには、動物の居場所を取らない。森林などを増やすための

理由は、空気がきれいな小田だったり、動物がいっぱいいる小田にしたいから。お米

などをたくさん作れるようなところ、いろんな所から来たくなるような場所を作る。

（例）サイクリングロード、ウォーキングコース、祭りが楽しいなど・・・ 

男性 農免道路沿いに休憩の出来るお店などが無いのでコンビニエンスストアなどの休憩

の出来るお店を作って欲しい 

男性 高齢者のかいものをしにいくふたんをなくすためにスーパーやコンビニをつくったらいい

とおもう。もっと放課後子どもきょうしつをふやしたほうがいいとおもう。 

女性 小田地区はスーパーや薬局が遠くて高齢者の皆さんが大変だと思うから、小さくて

もいいからお店があってもいいと思いました。アンケートの選択にもあったように、車が

ない高齢者の皆さんに、必要なものを届けてあげればいいと思います。 

⑤小田地区についてあなたのご意見をご自由にお聞かせ 

ください 

＜注釈＞ 

原文のまま掲載させ

て頂いております。 



37 

 

女性 若い人が思う解決すべき課題と親世代が思う解決すべき課題をお互いに伝え合

う。 

女性 私と同世代の若者が住んでいないので、地域活動・地域づくりに参加したいと思え

ない。もし参加したとしても意見を聞いて貰えなさそう。若い人に住んで貰いたいと思

っているのか？コンビニ一つくらい近くにあればいいのにと思う。買い物を出来ない地

区に住みたいと思う若い人がいるわけないと思う。新しいアパートとかあれば仙南に

住んでいるカップルとかが住むと思う。太陽光なんて作らないで、工業団地作れば人

も店も多くなるんじゃないですか？♡田んぼをつぶして道路を片側４車線にする→

宮城県にないからそれだけで目玉になる☆彡。コリアンタウン・中華街を作る→テレビ

に映る→人が集まる→活性化☆彡。 

 

30代（７件） 

男性 小田地区の人口減少を止めなければいけないと思います。 

正直今の小田には強みがないと思います。 

もっと魅力的な部分を作らないと、人口は減る一方だと思います。 

例えば、斗蔵山や斗蔵寺をしっかり整備してブランド化させたり、鮭が上って来れるよ

うに小田川を整備したり、カフェやパン屋など若い世代が興味を持ちそうなお店を作

ったりして、それを SNS で発信したり・・・ 

今住んでいる人の流出を止めるだけでなく、他の地域の人に認知してもらい、他の

地域から移住者を増やすことが必要だと思います。もちろん、移住者は先住民から

すれば警戒する対象になると思うので、防犯面の強化も必要かと思います。 

男性 誰かやるから良いだろうと言う考えではなく、地域住民の力を合わせるべき。高齢

者の未来の考えより若者の未来の考えが重要である。20 代から 50 代の話し合い

も必要ではないか。 

女性 乗り合いタクシーの普及で高齢者が動きやすくする。一番は若い世代に来てもら

うことなので、大きな公演や親子が気軽に来られるカフェ、オシャレな若者向けのショ

ッピング施設などを作る。（子連れ）若者、高齢者＝７：３くらいの割合で力を

入れるべき。空き家はリフォームし若い世代に入ってもらう。とにかく子どもは宝だと思

う。 

女性 毎年１１月に文化協会主催の角田市文化祭小田地区からの出展者１～３

名、出演者ゼロ、見学者出会った事がない。芸術文化の向上に対する取組必須。

スマホの電波が届かない場所があるその改善は最優先課題です 
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女性 今後より良い小田地区にするためには、もう少し地域の方が変化や新しい取り

組みに対して柔軟な姿勢でいることが大切かな・・と思いました。 

今までのやり方にこだわっているといつまでも成長がないままだと思いました。ので今後

は新しい魅力の発信の仕方（SNS をフル活用するなど）で他の地域から人がたく

さん訪れる小田地区を作って頂きたいです。 

女性 高齢化が深刻な割に若年層が住みたいというような地域ではない。無人空き家

や休耕田などを他地域の人に貸しやすくするような取り組みを行うべきだと思う。 

女性 とくら太鼓の人数が年々減ってきている為、年齢の幅をひろめ盛り上げていけたら

いいと思いました。同世代でのあつまりや行事もない為色々な交流があるといいと思

いました。 

 

40代（11件） 

男性 阿武隈急行線の存廃問題がありますが、乗客を増やすのはもちろんですが、鉄道

事業以外でも収益を出せるのを考えれば良いと思います。南角田駅から通勤して

いるので無くなると困ります。 

男性 地域の維持を考えていても一時的な延命措置にしかならならず衰退は止められ

ない。地域全体として知見を広め、何をすべきか、やらなければならない事を共有し

その上で、地域の風土や建物を利用した地域再生事業が必要。子ども健全育成

とは何か。伝えていくべースとなる地域住民の意識が低ければ子どもにとって逆効果

なのでなないか。勉強を学ぶのは当然のこと、現在中学生や高校生に必要とされて

いる授業として「マイプロジェクト」というものがあり、地域の課題に取り組む事が、改

善だけでなく仕事にも繋がりを持ちつつある。高度経済成長期を経験してきた大人

は、なんとかなって来たかもれないが、１０年以上前からなんとかしなければならない

時代に突入している。地域全体の目標を明確に立て、それに向かって全体が協力

できなければこの地域の未来はないと考える。未来の想像・農業事業の地域一本

化、もしくは組織化（保全管理含む）・農産物の加工、販売、海外輸出（雇用

創出）・地域内雇用の創出（定住、移住の促進、子ども達の就職先）・獣害被

害の多い田畑に隣接する森林を伐採し獣害に会わない作物を育てる（保全管理

＋農産加工物の販売、海外輸出）・農地基盤整備、豪雨時の排水対策（自

然災害の無い地域づくり、農作物の安定生産）・小田小学校の利用価値を高め

る（災害時避難場所、目黒区との農村交流地点、トイレ、お風呂、宿泊所、台

所必須） 

男性 コンビニや商店など日用品を買える場所があると良い 
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男性 草刈り、江払い等人員が不足し、一人当たりの仕事量が多くなり、長時間になっ

ている⇒業者への依頼や人員を増やす等の対応が必要ではないか？ 

男性 若い人の定住しやすい環境づくり（職場子育て等）。高齢者の見守り支援。 

男性 少子高齢化は、全国的なトレンドで、市・地域レベルで解決できる課題ではな

い。それでも持続可能なコミュニティを作るためには、核になるもの（学校、伝統文

化など）が必要だと考える。小田地区だけでの維持と同時に地区外への拡大も必

要なのではないだろうか。伝統文化の担い手がいなくなってしまっては地域コミュニティ

がなくなってしまう。 

女性 水が不足するので水道を通してほしい 

女性 道路や橋が古くなって危ない 

女性 時代に合わせた改革が必要だと思う。 

可能であれば、デジタルも取り入れて自宅からも参加できるとか、そういうことができ

ればいいなと思う。 

見守りや防犯、環境のことなどそういったことも IT を活用して少ない人数でも便利に

できたらなと思う。スマホやタブレットを持っていない人には、市からの貸出しなどがで

きればいいと思う。 

農道沿いに少し買い物できる所があったらありがたい。自動販売機やちょっとした日

用品とか、簡単に食べれる物が売っていれば買いに行きたいと思う。丸森から明治ま

で何も買える所がないので（自販機は何台かあったが）農道沿いに駐車スペース

もある小さな販売所とか有ったらいいと思う。 

子供の教育だが、市外の幼児も一緒に遊べる場所があっても良いのではないだろう

か？ 

女性 新しいことに挑戦していくべきだと思います。本気で地区を良くしていきたいなら町お

こし隊や、地域活性化をしている方々に話を聞いてできることを考えるべきです。資

金が足りないならクラウドファンディング等を利用すべき。SNS も活用したほうが良

い。（若い人におねがいする） 

女性 小田小学校舎を活用（商業施設とか） 

 

50代（10件） 

男性 インフラ整備 

男性 精神面でプラス材料があれば興味を持ちたい 

男性 解決すべき課題：一人一人の意見を尊重する。一人一人の意見がまとまらない

地域だと思う。 
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男性 住民の流出防止。道路、飲料水の改善。野生動物、カラス、イノシシ等対策。 

男性 小田地区に限らず、若年層の人口が少なくなっていく地区は、世界各地に多数あ

り、同じ問題を抱えていますが、人口が少なくなる中で、新しい事や今まで以上の何

かを行うという事はそもそも無理な事だと思います。ほかの地区からの応援や支援が

ないと成立しないですし、昭和の人間の考え方で、今後のことについて決めても、そ

れを後世の人たちが受け継ぐことも非常に難しいと考えます。地域の意向も大切で

しょうが、上部組織がそもそもどの程度の人的・財的支援をする用意があるかではな

いでしょうか。小田のせっかくの自然も、ソーラーパネルで台無しですし、「豊かな自

然」すら自慢出来る状態ではありません。間引きした枝をわざわざお金を払ってまで

して、処分場に持ち込まなければいけないなど、植えた方は夢にも思わなかったでし

ょう。無理になにかを決めて、後世の方に負担をしいることがないようにすることが、一

番やらなくてはならないことではないでしょうか。 

男性 昔旧小田小学校での運動会は、子供ながら楽しいものがありました。小学校の一

つの行事でなく、小田地区のお祭りみたいなものだったように思います。小田自治セ

ンターに布団を持ち寄って合宿もありました。良い思い出です。小田川も昔は旧小

田小学校前でカニや魚を取り遊びました。清流でした。良い意味で田舎でした。ホ

タルもたくさん飛んでました。住む環境は良くなりましたが、自然がなくなりました。ただ

これは小田地区に限らずです。時代の流れです。桜の木を植えたらどうでしょうか。

大河原町にならないまでも。管理は大変ですが・・・ 

女性 小田地区ふるさとミニ運動会（のようなもの）を是非実現できたらと思っていま

す。現在の住民だけでなく、とくら祭りの時のように出身者が子ども達を連れて参加

できるものがいいかと思います。体育館でできるものを企画しハイハイ赤ちゃんから高

齢者まで参加できる種目だといいですね。晴れていれば外でのリレーもあるといいで

す。行政区対抗は考えず、みんなで楽しめるものでいいと思います。日頃の見守りが

大事だと思います。防火クラブが統合されることになりますが、消防団と防火クラブ班

長が一緒に年１回は各戸訪問し防火活動の声かけをすることは最低限あるといい

のではないでしょうか。そんな機会がないと声をかけづらい世帯があります。日頃のつ

ながりが非常時に必ず役立つはずですのでこれは今後継続していけるといいと思いま

す。若者世代の定住を考えているのであれば、何世帯かがまとまって移住できる建

売住宅の開発や中古物件（空き家）のリノベーション等、市と一緒に考えていける

といいのでは。 

女性 若年世代の定住及び地域イベント参加 
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女性 高齢化が進み、今後江刈りや公民館掃除などもできる人が限られてきたらどうした

らいいのだろうと不安に思う事もあります。自分達の住む地域なので、自分達で行う

のは当たり前と思いつつ、負担が軽減できる方法もみつけられたら…と思います。 

女性 草刈りをする時にゴミ拾いを一緒にするとみつけやすいと思います。近年水不足と

言われていますが、側溝の泥をそうじしたらいいのではないでしょうか？２回あるクリー

ン作戦の際にでも１回は、、、。全部は出来なくても少しずつ清掃できたらと思って

います。 

 

60代（15件） 

男性 斗蔵山の土石流対策を視察してもらいましたが、どの程度進展しているのでしょう

か？実際に被害が複数回起きていますし、もっと大災害にならないと直してもらえな

いのですか？行政特に国や県は受け身ではなく自分事と思って取り組んでいただき

たいと思います。本当に切実な事なのでよろしくお願いします。 

男性 住みよい地域になっており、絆を深めるための年一回の大イベントとくら祭りがあり、

とても良いと思っている。旧小学校の教室のカーテンなどがどんどん悪化している。以

前校舎をどの様な使い方をしたら良いのか？話が出たが、いずれまとまらず、今にな

っているようです。校舎の使い方？をまた話し合い、意見を出してもらい、小田の活

性化につながればよいのではないかと思っています。 

男性 住みよい地域にする為には、安全・安心して暮らせる地域にする、気軽るに声かけ

出来る様にする。小田の解決する課題は、少子化だと思います。難しいと思います

が、婚活になる様なイベント（農業体験・ウォーキング教室・料理教室・居酒屋・小

田屋台村９など）を行う。小田が目指すべき将来像は、住んでいる人の満足度を

高める事や、ユーチューブで小田の魅力を動画で発信する。地域の絆を深めるに

は、イベントや会議等に多くの方々に参加してもらう為に、ポイントカードの様な参加

者にポイントをためてもらい 10 ポイントにたまったら何かあげるとか、楽しめる方法を

行う。地域の自慢は自然・農業・斗蔵山なので、この資源を有効に活用すべきだと

思います。 

男性 課題としては、水害対策としての小田川の河川改修の早期実施。また江払いなど

の共同作業の軽減のために圃場整備の実施 

男性 次世代を地域活動に参加が一番の課題だと思う 

小田川草刈りは返上すべき（参加人数が少ない） 

男性 とくら祭りなど交流の場を存続させることが必要。若者をいかに地域に残して行く

か、働く場の確保を行政に訴えていく必要がある。 
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男性 協働作業の縮小（担い手不足、高齢化） 小田川草刈り、市道等道路草刈

り、クリーン up 活動（ゴミ拾い）、揚水路整備 

女性 とくら祭りしか今のところ他の地区の方々と会う機会がないので、運動会、球技大

会等だれでも楽しめる競技で人を集めることが出来たらいいと思います。地区対抗と

なると人数が集まらなくなるので、老若男女が楽しめるスポーツもあるので出来るとい

いです。 

女性 田畑の整備、山の整備を行い動物とうまく共存できるようにすべきである。また、若

者が少ないので、交流を深め何かあった時に助け合えるような地域になると理想で

す。 

女性 斗蔵寺の魅力（すばらしい寺がある）をたくさんの人に知ってもらい、参拝者が増

えるようになると良いと思います。小田地区の知名度も上がることになる。 

女性 これ以上若者が地区外に出ない様にするにはどうすればよいか 難 

女性 小学校が無くなってしまった事で、地区民の交流が少なくなり、なおコロナで活動が

できなくなって疎遠になっている感がある。今後高齢者の集落になるのは目に見える

事。ならば高齢者の住みやすい小田地区にするにはと考えると理想（夢のような）

だけど、老人介護の施設訪問看護・診療サービス施設を作り、高齢者宅見回り

隊、現在は民生委員の活動の 1 つと思うがそれとは別に自治センター職員の中に

見回りができる人員を増員、老人世帯を一週間に1～2回見回る等してもらう。買

い物が不便な人の用足しもかね、食事の提供等々高齢者宅にしてみれば助かるこ

とだと思う。また認知症、寝たきり予防のための運動や、高齢者向けの交通安全教

室、現時点での運転能力検査をして自分の能力を知ってもらうことも重要かと思

う。できれば若者にも住みやすい小田にしてもらいたい。 

女性 道路整備の強化、必要のないところにお金をかけすぎている、古いしきたりに縛ら

れすぎている、時代の波に沿っていろいろ考えて変えていくべきである（行政の変

化、改革が必要） 

女性 高齢化が進む中で、高齢者が安心して住めるような地域づくりが大切だと思う。具

体的には、病院や買い物に行くための交通手段の充実。一人暮らしが多くなること

が予想されるので地域で楽しめるようなイベント、又は居場所（サロン）づくりがある

といいです。でもその場所に行くためにはやはり交通手段が課題です。一人（一

回）２００円位で小田公民館まで送迎するシステムがあると参加しやすい。さらに

一人暮らしだと健康や生活面で不安になりやすいので、相談員の配置や見守りが

あると安心できる。ネット環境を整えてボタン一つで地区の自治センターや誰かにつ

ながるシステムがあると安心です。 
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女性 仙台市や福島市に行くときは必ず阿武隈急行線を利用しているので、この鉄道の

存続および南角田駅周辺の整備を促進していけば良いと思います。 

 

70代（21件） 

男性 ①小田川の早期改修 ②水害対策（ポンプ場） ③定住促進（若手移住） 

④テレビ電波障害の解決 ⑤光通信網の整備（全戸） ⑥携帯電波不通区域

の解消 ⑦阿武急駅あるのに余り利用していない（仙台、福島にも一時間で行け

るのに） 

男性 官民一体の地域づくりを目標に、情報と活動の交流の場を増やす。 

例）民、各地区の要望をまとめる事 

  官、要望等に合った事例、情報を集め地区民と協議して前に進む。 

男性 地域の絆を深めるイベント情報等を SNS で知らせて欲しい！！ 

男性 県道の改修工事。飲料水、テレビ共同アンテナの将来の不安。災害、水害の不

安。 

男性 小田地域に人々の目を向けさせる方策も考える。斗蔵の観光に力を入れてもら

う。「道の駅かくだ」の観光パンフレットに斗蔵山の観光がなくなっている。復活を要

求。さえずりの道をはじめとする野鳥の森散策路が荒れ放題になっている。これでは

訪ねた人を落胆させ、二度と訪れないと思う。修復を要望。小田地区民に小田の

歴史や文化を知って誇りにしてもらう。小田の景観、自然環境を地区内外に PR で

きる環境づくり。 

男性 自然豊かで人柄も良く、道路と上下水道が完備されれば、ほどほど住み良い地域

だと思います。人口減少社会において人の流出になるなか、対策が見えない中です

が、人が少なくても、おもしろい所、老人だけでも楽しい所を目指さなければならない

かも。それでも小田を元気にする為に何をするか、地元の人では感じない小田の良

さを伸ばす手段があるはず。地域おこし協力隊の様な他から来て何かヒントをくれる

人材を引き入れる事が必要なのでは。自治センターを他に向かって PR、SNS 等で

小田に関心を持ってもらっては。地区民にモバイルコンテンツを駆使して行事や地域

のPR画像を発信してもらう事で他から人を集める事が出来るのでは。子ども達や若

い人達に小田の自然や歴史を知ってもらう事も大事では。小田川の生物調査と

か、小田の地名石碑石物建物を再認識してもらったりする事で、郷土愛を高めても

らう事も。 

男性 今後ますます高齢化が進む地域だけに、能登地震の被災の教訓は安心して暮す

為に重要と思います。 
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男性 地域づくりは住民同士のコミュニケーションが重要と思われますが、皆さんの意識の

中に学歴や職業による違いを感じさせる方々がいることもあり大変難しいことになると

思われます。この方々の意識も変えてもらう必要もあると思われます。 

男性 老人の交流の場を設ける 

男性 地域の絆を深めるためには、多くのイベントを開催して、老若男女が参加して楽し

んで話し合いを行えるようにする。とくら祭り、敬老の集い、新春の集い等のイベント

を続けてほしい。小田地区の解決するべき課題は、高齢者が多く、買い物が困難。

近くに（小田地区に）店があれば、又出前店があれば（訪問販売） 

男性 小田地区の将来像・斗蔵山ウォーキングの充実で近隣の地域にも知ってもらう。・

小田川の長瀞から斗蔵山入口までの河川をきれいに整備して公園にし、子ども達

が川遊びや魚や虫の観察ができるようにする 

男性 活動資金の充実 

独身が多いので、仲人等により婚活に力を入れてほしい 

小田地区をアピールするインターネット・SNS 等を利用して地域づくり活動・地域の

魅力や自慢出来る年中行事をアピールする。 

小田地区民はイベントボランティアとして参加し、一般・他地区民はイベント参加で

参加料、バザー等で活動資金にする 

女性 県道の整備。大雨による水害防止。赤生溜池なくなり非常に残念 

女性 自分に体力があった時はそれなりに小田の行事に参加してきたと思っています。小

田の人間として当たり前に思ってきましたが、体に不調を感じる年になり、参加できる

事がほとんどなくなってきました。さみしい気がします。しかたがない事だと思っていま

す。 

女性 斗蔵山（寺）を自慢にしたいと思うのですが、現状ではとてもそうは思えません。

汚いトイレ、登る途中は倒木がそのままだし、とても気分よく登れる状態ではありませ

ん。なんとかならないのでしょうか、、、 

女性 高齢化、人口減少の現実でとくら祭り、とくら太鼓は救い（？）に思います。今

後のためには「基盤整備」を進めることが必要だと思います。後継者がなくなった場

合の「鹿島墓地」が心配です。小田にある「おとくらさん」をなんとか大事にしていきた

いものです。 

女性 もっと日用品が買える所があると良いです。不便です 

女性 斗蔵寺参拝後チョット一息！旧小田小学校でコーヒー飲もうか、ラーメン食べよう

かなど、飲食店などがあれば。農免道路も通ってることだし雑貨店などがあれば良い

かも。道の駅みたいなら良いのかな！ 
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女性 どの地区にも該当することだと思いますが、行動することより口出してその人の意見

が通る、これはおかしいと思います。そして個人個人がとてもえらく、集団としての行動

が出来ず、そんな理由からなかなか地区としての魅力がでてこないのではないでしょう

か。もっと若い人たちの意見を大切にしていくことからはじまるのではないでしょうか？

今現在のことにばかりとらわれず私達の子供、孫達が生活、環境、交通に快適にそ

して小田地区が明るくどの地区にいっても、自分の家の前、道端に花があり、そんな

小田地区であればいいなあと思ったりします。それと地区として必ずこの花等を植え

る、どの家の前にも同じものがある。そんな地区だったらいいな～と思います。どの項

目も大事なアンケートの答えを求めているが、果たして市として小田地区としてどのよ

うに判断し、高齢者が不安がらず生活が出来るかをお願いします。私達も若いとき

もあり、小田地区角田市にも力を入れてきました。若い人もみんなが安心して住み

生活の出来る環境作りをお願いします。 

女性 独身者が多いので婚活に力を入れてほしい 

無し 各種行事や活動など「何の目的・何の目標」のために実施（開催）す（して

い）るのか趣旨を逸脱することなくやって欲しい。（検証や反省無くして成功はない

と思う） 

 

80代以上（12件） 

男性 斗蔵山がもう少し話題になっても良い  

地区内のスポーツ大会等も良いが少子高齢化で無理かも？ 

男性 県道の改修。人口の減少防止。災害防止。水道が欲しい。 

男性 下水道の設置。携帯電話が使用出来ること。 

男性 昔と言うと言い過ぎと思われますが、昔は何でも仕事が一杯あったから何でも参加

出来ましたが、今は色々な行事がないので参加出来ません。もう少し気安く参加す

る事の出来る行事を作ってもらう事だと思います。 

男性 １，自治 S 広報誌の充実２，自治センターの利用情報３，空き家対策４，

川にゴミを捨てない５，各区の会館の充実強化・区画整理（自己負担なしで行

う必要あり）旧小田小学校の整備活用ー解決する必要あり・斗蔵山の水道を完

備・県道の整備（南山の内からの下降）・斗蔵山の整備（小田の魅力） 

男性 小田地区のすばらしい環境（自然と人間関係）を守り維持するため企業誘致

等によって損なわれない事を望みます。人が移住しやすい用地の提供を検討するこ

とも大事だと思います。 
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男性 小田地区の解決するべき課題と将来像 １，保守的な風習は見直すべきと思

う。Eｘよそ者が入れない領域有り ２，将来像は、若者がなぜ定着しないか？を

あまり考えてないのでは？このまま高齢が進めば限界集落の可能性も否定出来

ず。物を申す者が不在？聞く人おらず？絆を深める為にはコミュニケーションが不可

欠⇒集う場を積極的につくる。興味を持って集まれる様な体制、役割、雰囲気造り

が必要かな？ 

女性 ①月曜日小学生が自治センターの放課後の集まりは、大変良いと思う。子供たち

は月曜日を楽しみにしている様だ 

②地区運動会などで、地区を盛上げてはどうかと思いますがいかがですか？ 

女性 小田の県道の橋にしるしをつける長瀞 

女性 おとくらさんをなんとかしたい 

女性 他から（県内or他県）の移住者を募り、そして空き家、用地の提供等を検討し

ては如何でしょうか？ 

こんなにすばらしい自然環境と地域、皆さんのお人柄、自治センターを中心に活躍

される有能な人材はとても貴重な地区だと思います。 

若い人材に地域ぐるみで応援しましょう。 

女性 旧小田小学校を中心にして校舎や校庭をなんらかの施設にして地区民がいつで

も集まれる様にして災害時の利用にもなる様にする 

 


